
｢相転移研究の新手法とその応用｣
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我 々は､ イジシ グモデル のモンテ カル ロシ ミュ レー シ ョン を高 速 に行 な うための専

用計算 機 (イジン グマ シー ン) と して ,m-TISを開発 した (I-3)｡ m̀-TISは､

NECの PC- 98シ リー ズ (または相 当品) をホス トコン ピュー タ と Lrて､ 2姐ネ
ピン/秒態 度 のシ ミュ レー シ ョン が行 なえ る. このマ シー ン を基 本 と して, い くつ か

の改良 を加 えたマ シー ンm-TISTを開発 中で ある｡

m-T ISⅡの開先 にあたって ,以 下 の点 に留意 した.

①汎用 性性 を高 め る

扱 える系の種 類 を多 くす る.

各 種 の物理量 の珊定 が.能■串良 くで きるよ うにす る.

⑧計算 精度 .倍額性 の向上

乱 数 .遷移稚 串の相反 を良 くす る.

乱 数発 生法 を教程 栽用意す る.

③拡輯 性へ の寵慮

多少 の変更 に対 しても柔軟 に対応 で きるようにす る.

以下 に挙 げた系.を敬 えるようにす る予定 で ある｡辞細 につ いて は, 完成 した時点で

報告 したい.

正印系 士J 土 h +J&+也 ポ●●iシツ

正方 1.2.i ○ ○ ○ 89tateS

立方 1 ○ ○ 0 49tateS

六角 1,2,3 ○ ○ (⊃ 8states

三角 1.2.3 P (⊃ ○ 8st&tes

六角層 1 ○ ○ ○ 4stat申

†この柵の数字は扱える近傍の次数 をあらわす.

文献

(l)N.Taiji,N.ItoandM.Suzuki:Rey.Sci.InstmJq.YOl.59 (1988)p.2483.

(2)伊 藤伸 秦,泰地文 弘人 ､鈴木 増雄 :巳本物理学会誌 vol.43 (1988).p.708.

(3)N.rto,～.Tat.jiandM.Suzukl.∫.Phys.Soc.Jpn.yol.56 く1987)p.4218.

- 5 15-


